
様式１－１ 

指 定 管 理 業 務 評 価 結 果 書 
１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 倉敷市鷲羽山レストハウス  

(2) 指定管理者 

所在地 岡山県倉敷市大畠１６６６番地の２ 

名 称 株式会社下電ホテル  

代表者 代表取締役 永山久徳  

（令和６年４月１日から令和６年６月３０日まで） 

 

所在地 岡山県倉敷市大畠１６６６番地の２ 

名 称 ＦＪＤ株式会社  

代表者 代表取締役 有野慎一  

（令和６年７月１日から令和７年３月３１日まで） 

(3) 公の施設の所管部署  倉敷市文化産業局文化観光部観光課 

(4) 評価対象期間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで  

 

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

 今年度は「満足度向上に向けた取り組み」と「広

報」に重きを置いて評価を行った。「満足度向上

に向けた取り組み」では、令和６年度ではお土産

品の販売において、商品選定に対しての取組が強

化されていた。季節の商品に合わせたディスプレ

イを作成し、利用者を楽しませる売り場づくりが

意識されていた。商品の選定の際には、県内の業

者と意見交換を行う場を設け、新たな商品の提案

が受け入れられるような場が設けられていた。  

また、「広報」については特に瀬戸内海国立公

園指定９０周年に関する取組に着目して評価を

行った。お土産品の選定の際には瀬戸内産の商品

展開を意識し、利用者に瀬戸内海に親しみを持っ

てもらえるような売り場づくりが行われていた。

 

総合評価 

 

Ｂ 



様式１－１ 

また、岡山県・香川県の両県が主催する９０周年

を記念したスタンプラリーのスポットとして協

力し、瀬戸内海国立公園の特別地域に位置する観

光施設として広報が実施されていた。 

一方で利用者数の減少や、収支状況については

改善が必要であり、アンケート結果によると利用

者満足度も減少していていることから今年度の

総合評価をＢとした。  

(2) 指定管理者の自己評価  

令和６年度はレストラン等において利用客数が、半減してき

ていたので、７月よりテイクアウト用スナックメニューを考案

して立ち寄りのお客様の利用率を向上させて売上 UP を図っ

た。その効果があり、８月からはレストラン等の飲食の売り上

げが UP した。 

年間を通してコロナ禍での旅行等の規制が解除されため、個

人・団体等の旅行客は増えてきている。特にインバウンド客や

旅行会社の企画旅行等の観光客数が増えてきていたが、インバ

ウンド客や修学旅行生・一般団体観光客の昼食・夕食利用には

つながらずレストランの全体売り上げは伸びなかった。 

また、旅行会社の企画旅行（インバウンドも含む）での立ち寄

りのお客様も増えてきているが、休憩での利用のみで、売店利

用が少なく売店の全体売り上げが伸びなかった。 

(3) アンケート結果の概要  

「全体の満足度」は８５％の満足度（満足・ほぼ満足）となっ

ており、前年のアンケート結果から１２％減少している。 

 また、「職員の対応」「施設の清潔感」においても、前年度比

で満足度が微減していたが、「安全対策」の満足度は９４％と

なっており、修繕状況や設備点検等の管理は適切に行われてい

たことが窺える。 
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３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

鷲羽山レストハウス利用者数  

 

令和６年度       令和５年度 

 ２７，６７６人     ３６，８５４人 （前年度比７５％） 

 

(2) 事業の内容 

・レストハウスの有料施設（会議室及び和洋室）及び付属設備の使用

の許可に関する業務  

・レストハウスの維持管理に関する業務 

・使用料の徴収に関する業務  

・レストハウスの設置目的を達成するための事業に関する業務 

・レストハウスの利用者の利便性を向上させるために必要な業務 

 

４ 収支 

(1) 収入 

（指定管理者の収入） 

 総額  ４９，１１５千円  

  市からの指定管理料（委託料）        ０千円 

  営業収入             ４０，２６５千円 

  休業補償・負担金          ２，００６千円 

  その他の収入            ６，８４４千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

 総額  ５４，８２２千円  

  主な支出  人件費        １７，６３２千円 

        光熱水費        ８，３２０千円 

        原材料費       １７，４４３千円 

        その他経費      １１，４２６千円 

 


